Reading the film Lu cha 『緑茶』 (I)ーHow Jin Renshun 金仁順\u27s Novel Shui bian de a di li ya 『水邊的阿狄麗雅』　was Put into Cinemaー by 小川 利康
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　・原作小説 「水邊的阿狄麗雅」 （短篇小説 2002年 2月）5）
　・金仁順著 『緑茶』 （北京出版社 2003年 1月）6）、以下 「北京版」
（2）　中国文学研究　第三十一期








金仁順名義の 『緑茶』 は新浪網読書頻道 （2003年 07月 23日付）9） に、張元名




















映画 「緑茶」 を読む （上） （小川）　（3）


















































「すっかり分かったよ」 と言う。「わたし」 も 「お馬鹿さんね」 とため息をつく
ところで物語は結末を迎える。
　この説明にある 「女子大学院生」 が即ち 「わたし」 なのか？そう理解するの
が最も妥当と思われるものの、厳密には確定できない。そうなると陳が何を
「分かった」 のかも解釈の余地があるだろう。朗朗＝ 「わたし」 であると 「分














































を書いてしまった （「片場日記」 2002年 5月 19日）。13）
　王墨の紹介によれば、第一稿は 「北京雜種 （北京バスターズ）」 でも脚本を担
当した唐大年14） が書いたものだという。その原稿の出来が余りにも悪いので
自ら書いてしまったというわけだ。具体的な執筆時期は不明だが、「クランク

















映画 「緑茶」 を読む （上） （小川）　（7）



















































　「わたし」 から 「呉芳、朗朗」 への分割は確かに一つの解決方法であったが、
この設定変更によって映画の構成も大幅に変わることになった。
　劉怡17） は 「北京版」 の内容を詳細に紹介した上で、「男性主人公の陳明亮も
若い女性 （呉芳、朗朗を指す：小川） も、この 『物語』 の聞き手であると同時に、









































（中略） 「話は本当だと信じるよ」 「どうして？」 「俺の元の彼女が嘘をつ
かないと何も喋れない奴だったから、女が嘘をつく時はどんな風か分

































































































































いずれも 2005 年 9月末日現在閲覧確認したものである。
　注
1）　「北京雜種 （邦題：北京バスターズ）」 （1993 年、国内上映禁止）、「東宮西宮」 
（1995 年）、「瘋狂英語 （クレイジーイングリッシュ」 （1999 年）、「過年回家 （邦
題：ただいま）」 （1999年） などの作品があり、「過年回家」 ではベネチア映画祭







あり、その咎は 「緑茶」 で 2000 万元の興行収入を見込んだというプロデュー
サーの見込み違いに帰するべきであろう。同年の映画市場の概況については、發
達阿姨 「2003年中國電影市場回顧」 （銀海網 2003年 12月 22日 http://www.filmsea. 
com.cn/geren/article/200312220057.htm）、無署名 「2003年進口影片市場回顧」 （搜
狐網娛樂頻道 2003年12月25日 http://yule.sohu.com/2003/12/25/29/article217402998. 
shtml） を参照。SARS による映画館封鎖については 『チャイニーズカルチャーレ
ビュー vol.2』 （高屋亜希、千田大介監訳、好文出版 2005年 10月） P.83で、2003
年 4 月 27 日より 6 月 17 日まで営業停止状態にあったと述べられている。また
映画館再開後の公開ラッシュについては 「非典過后大片扎堆　引進電影與國産








5）　『作家』 （2002年 2期） 発表、のち 『小説選刊』 （2002年 4期） 転載。邦訳は鷲巣
映画 「緑茶」 を読む （上） （小川）　（15）
益美訳 「渚のアデリーヌ」 （『中国現代小説』 第Ⅱ巻第 30号、蒼々社）。鷲巣氏も
訳注に記すとおり、作中で朗朗が弾くピアノ曲 「渚のアデリーヌ」 （リチャード
クレイダーマン作） にちなんだ題名であるため、邦訳名に沿って訳されている。




の指摘がある （杜霞 「話語與故事的背叛」 『現代語文』 「文学研究」 2004年 7期）。




「緑茶」 のスチール写真 （90 ページ） をまとめた写真集一冊を合本にしたもの。
映画でも美術を担当する韓家英による。
8）　「活躍作家金仁順専欄佳作賞讀 」 （作家網 http://www.chinawriter.com.cn/dhzj/
jinrenshun/jinrenshunzy.asp）
9）　「綠茶長篇連載」 （新浪網読書頻道 2003年 07月 23日 http://book.sina.com.cn/liter/
lvcha/）
10）　「綠茶」 劇本 （Tom.com 娯楽頻道 2003 年 08 月 17 日 http://ent.tom.com/Archive/
1002/1631/2003/8/17-43540.html）
11）　鷲巣益美 「渚のアデリーヌ」 （同上） 訳注では、「ＤＶ （ドメスティック・バイオ
レンス）」 とし、野原敏江 「高麗往事」 （『中国現代小説』 第Ⅱ巻第 31号、蒼々社） 
訳注では直裁に 「暴力」 と指摘する。
12）　李馮著 『十面埋伏 （Hero）』 （上海文藝出版社 2004年 6月）。「緑茶」 同様、厳密
には本編と結末が若干異なる。
13）　王墨 「『緑茶』 片場日記」 （張元電影網 http://www.zhang-yuanfilms.com/tushu/
Green%20Tea/Diary.htm）。同題で 「華藝版」 に収録されているが該当箇所は削
除されている。
14）　唐大年とは 「北京,低早 （おはよう北京）」 （1990年）, 「北京雜種 （北京バスター
ズ）」 （1994年） の脚本家として知られる。
15）　「王朔稱之為真正的美女作家金仁順 : 品評《綠茶》」 （圖） （石家莊新聞網文娛視點
2003年03月28日http://www.sjzdaily.com.cn/wypd/20030306/GB/wypd%5E5%5E24%5 
EW24b3001.htm）
16）　「如果是美女就不當作家了」 （網易女性頻道網易女性頻道 2004年 2月 4日 http://
lady.163.com/lady2003/editor/new/character/040204/040204_141308 （1）.html）
17）　劉怡 「二人の女と一人の男　─金仁順の 『緑茶』 を読む─」 （中国文芸研究会会
報第 260号、2003年 6月 29日）
